
１． Wiki による農業農村情報用語集システム

関 勝寿・溝口 勝

ウェブ上にウィキを利用した「農業農村情報用語集」のサイ
トを開設した。ウィキペディアと同じように，一般のウェブ利
用者が編集作業に参加でき，投稿履歴によっていつ，誰がどの
ような編集をしたかが分かる，という特徴を持っている。本報
では，編集の方法について説明するとともに，編集の方針につ
いて２つの議論をした。１つ目は記事をどのように分類する
か。２つ目は，記事の信頼性をいかにして担保するかという点
である。このシステムは，信頼性向上のためにメールアドレス
が確認できた人のみ編集可能としている。学会として信頼性の
高い情報源を提供するためには，カテゴリ分類ごとに編集担当
者を決める，というような体制をつくる必要がある。

（水土の知８０－１，pp．３～６，２０１２）
用語集，ウィキ，ウィキペディア，農業農村情報，アウ

トリーチ

２． 調査・計画段階における事業化に向けた戦略的広報方策

中里 良一

事業の調査・計画段階において，農家・一般市民の理解と支
持を得ることは，事業化を推進する上で非常に大きな要素のひ
とつである。このことから，事業の必要性，効果，内容などに
ついてさまざまなツールを用いて戦略的に広報を展開していく
ことが重要である。本報では，調査・計画段階における事業化
に向けた戦略的広報方策などについて論じるとともに，筆者が
関わった沖縄で取り組まれた「地下ダム事業」などに関する調
査・計画段階における戦略的広報方策について報告する。

（水土の知８０－１，pp．７～１０，２０１２）
農業農村整備広報，事業化に向けた戦略的広報，調査・

計画段階の広報，広報方策，参加型広報

３． 非農家や子どもたちが参加する
生きもの調査の取組みと成果

水谷 正一・南斎 好伸・小堀 忠則

栃木県では，農地・水・環境保全向上対策の導入に当たり，
地域の人々が，自分たちの住む農村環境を見つめ直し，環境へ
の理解を深めるとともに保全活動に参加するきっかけづくりと
するため，田んぼまわりの生きもの調査を県の独自要件として
提唱した。本報では，この取組みを農業・農村施策のアウト
リーチ活動としてとらえ，栃木県農地・水・環境保全向上対策
推進協議会を中心として市町や関係機関と連携しながら，非農
業者や子どもたちの参加促進に向けたさまざまな取組みとその
成果について紹介する。

（水土の知８０－１，pp．１１～１４，２０１２）
栃木県，共同活動，生きもの調査，農地・水，水田生態

系，環境保全活動，農村環境

４． 地域環境課題の解決に寄与する
アウトリーチ活動の可能性

田代 優秋・上月 康則・東 知里

アウトリーチ活動を“地域環境課題を解決に導くひとつの
きっかけ”と位置づけ，本報では著者らが１９９８年から１３カ
年にわたって継続しているアウトリーチ活動（小学校４年生
を対象とした活動）について取り上げた。その結果，１）地域環
境の認知効果，２）郷土愛の形成効果，３）地域社会の連帯効果が
整理できた。このことから農業用水を管理する者にとって，大
学によるアウトリーチ活動を足がかりにして，土地改良区・農
地水組織・行政組織などが連携関係を構築することができ，ひ
とつの“きっかけ”であると評価された。今後のアウトリーチ
活動としては，社会課題にどう役立つかという視点を取り入れ
た“課題解決型アウトリーチ活動”といった役割も加わってい
くものと思われる。

（水土の知８０－１，pp．１５～１８，２０１２）
課題解決型アウトリーチ，きっかけ，郷土愛，地域連帯

感，地域資源管理，専門家，小学校

農業農村工学会誌第８０巻第１号 報文・技術リポート内容紹介

小特集 農業農村工学分野における戦略的アウトリーチ活動

特集の趣旨
農業農村工学分野におけるアウトリーチとは，普段，農業農村工学分野の施設・事業・研究に触れる機会の少ない一般
市民に対して行われる普及活動である。近年，公共性の高い基盤整備事業や大学および研究機関も，国民に対してその事
業や教育・研究内容についての説明責任を求められることが多くなった。一方国民は，報道などの一面的な情報によって
農業農村工学の果たしている役割を正確に理解しているとは言い難い状況にある。
このような背景において，国や県などの地方自治体，土地改良区，大学および研究機関では，あらゆる機会を利用して
アウトリーチ活動が展開されている。中でも，「田んぼの学校」支援センターがサポートする田んぼの学校や，福島県土
地改良事業団体連合会が行っている「水土里の案内人」活動などは，農業農村工学分野を広くアウトリーチしている活動
であるといえる。農業農村工学分野以外でも，（財）ダム協会が認定している「ダムマイスター」，山形大学が中心となっ
ている「星のソムリエ」資格認定制度などは，特定の知識や技術を一般の国民に戦略的にアウトリーチしている活動であ
るといえる。さらに，環境省の「いきものみっけ」のようなWEBを活用した情報収集発信システムの構築なども，若
年層のインターネットによる情報収集依存度の高まりを踏まえると，今後のアウトリーチ活動に重要な意味を持ってくる
と考えられる。
本特集では，このようなアウトリーチ活動の手法と継続的なアウトリーチ活動による効果と課題を明らかにする報告，
各機関におけるアウトリーチ活動の連携を目的とした活動とその効果と課題を明らかにする報告，WEBを活用した情報
収集発信システムの構築に関する研究報文を広く紹介します。



５． 北海道十勝地域の農業農村工学とアウトリーチ活動

宗岡 寿美・木村 賢人・辻 修

農業農村工学の立場から北海道十勝地域におけるアウトリー
チ活動の今後の役割について考えた。著者らが実施してきたこ
れまでのアウトリーチ活動として，研究発表会の一般公開，川
と水を対象とした環境教育および社会人に対する生涯学習は，
一定の効果をあげると同時にいくつかの課題が残された。ま
た，畑にふった雨の行方に着目したバスツアーを試行したとこ
ろ，世代・性別を超えて一緒に共通認識を享受できる新たな枠
組みとして有効な手法と確認された。以上をふまえ，著者らが
目指すこれからのアウトリーチ活動の役割は，「学習型」，「体
験型」および「共有型」の融合する領域に集約されていた。

（水土の知８０－１，pp．１９～２２，２０１２）
十勝地域，農業農村工学，アウトリーチ，「学習型」，

「体験型」，「共有型」

（技術リポート：北海道支部）
融雪水を貯留利用する北海道の農業水利ダムの運用

新津 雅士

北海道の農業水利ダムは，主として春先の融雪水の貯留によ
り，灌漑期に不足する農業用水を確保している。近年，ダム貯
留水への依存時期が早まるため，節水運用を強いられるケース
が頻発する傾向にある。本報では，道内の農業水利ダムの経年
的な運用動向について，供用開始後２５カ年の長期流出データ
を有する２ダムを抽出し，融雪流出終息日，貯留水への依存
開始日，貯留水への依存総量に占める５・６月の割合の分析よ
り，融雪流出の短期化とダム依存の早期化傾向の事例を示し
た。ダムの重要性と効率的ダム運用の必要性，および貯留開始
日・依存開始日の予測手法開発の必要性を指摘した。

（水土の知８０－１，pp．２４～２５，２０１２）
農業水利ダム，融雪出水，ダム依存，気候変動，用水管

理

（技術リポート：東北支部）
舌崎地区における畑地灌漑施設の有効利用と維持管理

嵯峨 淳一

岩手県二戸市の舌崎地区は，県内で最も古くからリンゴの栽
培が行われてきた地区で，現在も県内有数のリンゴ産地であ
る。平成１２年度から平成２１年度まで，県営畑地帯総合整備
事業（担い手育成型）により，畑地灌漑施設などの整備を行っ
た。現在，畑地灌漑施設の有効利用を目指し，地区においてリ
ンゴ栽培の灌漑技術の確立と普及に取り組み成果を上げるとと
もに，地元用水管理組合が設立され，適正な施設の維持管理が
行われている。本報では，県営事業の導入から地区独自の灌漑
手法と維持管理体制の確立に至るまでの取組み事例について紹
介する。

（水土の知８０－１，pp．２６～２７，２０１２）
畑地灌漑，灌漑施設，用水管理，灌漑手法，果樹栽培

（技術リポート：関東支部）
搗の木川調節池における３D-CADを利用した土量管理

上沼 辰則

陸上自衛隊東富士演習場からの洪水と土砂流出を防止するこ
とを目的として，静岡県では南関東防衛局より委託を受けて，
治山治水対策事業を実施している。演習場内９カ所目の洪水
調節池である搗の木川調節池は，現地を掘削した土を堤体の盛
立てに利用する。富士山の噴出物により形成された現地の地質
は一様ではなく，施工には地質ごとの土量管理を厳密に行う必
要がある。本報では，搗の木川調節池において３D-CADを利
用した土量管理の取組みについて報告する。

（水土の知８０－１，pp．２８～２９，２０１２）
３D-CAD，土量管理，情報化施工，情報通信技術，洪水

調節

（技術リポート：京都支部）
小倉ダムの建設における総合的なコスト改善への取組み

松浦 正一・太田 宏通・清水 洋一

小倉ダムは，日本海上に位置する新潟県の離島「佐渡島」に
おいて，国営佐渡農業水利事業により建設された中心遮水ゾー
ン型フィルダムである。平成１８年に竣工した小倉ダムは，現
在満々と水を湛え，新しい水源としてその機能を発揮してい
る。本ダムの建設において，コスト・環境・品質などの多様な
視点から技術開発，新技術を積極的に導入した。本報では，現
在展開中にある「農業農村整備事業等コスト改善プログラム」
を踏まえ，小倉ダムの建設における，コスト・環境・品質を重
視した総合的なコスト改善への取組みについて紹介した。

（水土の知８０－１，pp．３０～３１，２０１２）
小倉ダム，フィルダム，遮水性材料，CSG，コスト改善

（技術リポート：中国四国支部）
累積降雨量に基づく地すべり防止施設の効果の評価

大森 有晃・樺元 淳一・萩野 隆造・竹内 国雄

高知三波川帯農地保全事業では，ハード面において地すべり
による被害を除去または軽減すること，また，ソフト面におい
てそこに住む地域住民が安心して生活できる農村を維持するこ
とに留意して，事業を進めてきた。本年度事業完了に向け
て，１１月まで地すべり対策工事を実施し，地すべり対策工実
施による効果の検証（中村大王上区域：１３ブロック，桃原・
西桃原区域：２０ブロック）を進めている。事業完了５年後の
事後評価に当たっては，地すべり防止施設の効果の発現状況を
定量的に把握する必要がある。本報では，累積降雨量を用いて
地すべり変位量を整理，地すべり活動状況をパターン化し，地
すべり対策工の実施時期を検証することにより，地すべり防止
施設の効果を確認した事例を報告する。

（水土の知８０－１，pp．３２～３３，２０１２）
概成，地すべり防止施設，累積降雨量，高知三波川帯地

区，変位量，安全率，効果発現



（技術リポート：九州支部）
畑地灌漑調整池の水質浄化

井上 裕之

鹿児島県の沖永良部島では畑地農業が盛んに行われ，必要な
農業用水は島内全域にある１００カ所以上のため池でまかなっ
ている。しかしアオコが発生しやすく，それによる悪臭やスプ
リンクラの目詰まりの問題が発生している。その対策として，
設置コストや維持管理に優れ，水質悪化の要因である全窒素お
よび全リンなどの除去に効果が期待できる水生植物（ベチバー）
による工法を選定した。６カ月間の水質試験による経過観察や
水生植物への付着量の分析により，除去量の検証を行った。検
証結果では，沖永良部島内の掘込み式ため池において，ベチ
バーによる水質浄化対策は有効であるという一定の成果を得
た。今後は対策工の修正案なども含めて再検討を行い，対策を
進めたいと考える。

（水土の知８０－１，pp．３４～３５，２０１２）
水質浄化，畑地灌漑，調整池，アオコ，水生植物
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